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《資料編》

【「わらぐつの中の神様」の目標及び評価規準】

【 】指導計画（全６時間）

「わらぐつの中の神様」から読み取ったことを基に、メモの書き方や生かし方を工夫するとともに、適切な言葉遣いに注意しながら目標
聞き手に分かりやすいスピーチをする。

（国語に対する関心・意欲・態度） （話すこと・聞くこと） （言語に関する知識・理解・技能）

自分の伝えたい事柄や気持ちが聞き手に 自分の話の意図や内容が聞き手に分かるよう 聞き手の方を見ることや、適切な言葉遣いに評価
分かるよう、メモの書き方や生かし方を にメモの書き方や生かし方を工夫して話した 注意して、話したり聞いたりしている。規準

、 。工夫してスピーチしている。 り その効果を考えながら聞いたりしている

評 価 規 準過 時

主な学習活動 学習への支援

程 間 国語への関心・意欲・態度 話すこと・聞くこと 言語についての知識・理解・技能

○話す力を高めて ・話すことへの不安をやわ

いくことへの意欲 らげ、少しずつ話す力を高

をもつ。 めていけるよう、教師自ら

例示スピーチを行う。

○学習のめあて ・学習のめあてがもてる

を知る。 よう、スピーチの課題を

いくつかを示す。

・読めない漢字や意味の ◇自分の考えや意図が分かる ◇自分の考えや意図が分かるよ ◇自分の考えや意図が分かる○本文を読んで得

分からない言葉を確認で ように、話の中心を明確にし うに、話の中心を明確にして正 ように、構成を工夫して、おた内容を基に、お

１ きるよう、範読をする。 て正しい言葉を用いて、おみ しい言葉を用いて、おみつさん みつさんの両親になりきってみつさんが、雪げ

・分からない言葉の意味 つさんの両親になりきってメ の両親になりきってメモを作成 メモを作成している。たを買ってもらお

を理解できるよう 「言 モを作成しようとしている。 している。うと両親に話すス 、

」 。ピーチⅠを行う。 葉プリント を活用する

（十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）・スピーチに必要な物語

・効果的な話の組立てに着目し ・効果的な話の組立てを考えなが ・効果的な構成での内容を短時間でとらえ

ている。 らられるよう、学習プリン

ト①を用いる。 ・メモに話の要点を短くまとめ

・課題に合ったメモが作 て

れるよう、課題に関係す

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策る叙述の部分に着目する

支援する。 ・メモの構成の仕方に気付くよ・話し方、聞き方、話す目的を ・話の内容を見つけられるよう、

う、メモ作成時に机間指導を行確認できるよう、問いかけをす 学習プリント①を見直すように声

い、声かけをする。る。 かけをする。

・話の中心を一つ決めるように助

言する。

○おみつさんが、 ・分かりやすいスピーチを ◇モデルスピーチやそのメモか ◇分かりやすいスピーチをするた ◇声の大きさや速さ、間の取り

雪げたを買っても するための観点に気付くこ ら気付いたことを、おみつさん めのメモの書き方や生かし方をお 方など、適切な言葉遣いにおみ

らおうと両親に話 とができるよう、二つの対 の両親になりきって自分なりに みつさんの両親になりきって書き つさんの両親になりきって気付

すモデルスピーチ 照的なスピーチ（モデルス ワークシートにまとめている。 出している。 いている。

①、②を比べ、分 ピーチ①、②）を視聴し、

（十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）かりやすさの原因 それを比べたり、メモを見

見 を考える。 比べたりする活動を行う。 ・多様な観点からまとめている ・メモの書き方と生かし方とを関 ・具体的に記述したり、発表し。

通 連づけながら たりしている。１

・分かりやすさの原因を明し ○モデルスピーチ

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策１ ②の分かりやすさ 確にできるよう「スピー、

チ名人カード に整理する ・ の分かりやの原因をメモの書 ・活動の意欲化を図れるよう、 ・モデルスピーチ②のほうが分か モデルスピーチ②」 。

すい理由を考えられるよう、声き方から考える。 一つでも気付いたことを多くの りやすいことに気付けるよう、モ

の大きさなど具体的な観点を助○分かりやすいス 児童に知らせる。 デルスピーチ①との違いに着眼す

言する。ピーチをするため るよう助言する。

の大切な観点を整

理する。
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○おみつさんが、 ・主体的に学習に取り組め ◇キーワードでメモを書き、聞 ◇キーワードでメモを作成し、お ◇声の大きさや速さ、間の取り

自分で作ったわら るよう、各自のメモづくり き手を見ながらおみつさんにな みつさんになりきって聞き手を見 方など、適切な言葉遣いを考え

ぐつを買ってもら や練習スピーチを支援す りきって話そうとしている。 ながら話している。 ておみつさんになりきって話し

おうとお客さんに る。 たり、マサエになりきって聞い

話すスピーチⅡの たりしている。

（十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）メモを作成する。 ・話し手が自らのスピーチ

○メモをもとにス ・効果的な間の取り方など適切Ⅱを評価することができる ・他の観点を取捨選択して取り ・他の観点も積極的に取り入れて

ピーチⅡを聞き合 １ な言葉遣いを考えてよう、聞き手はスピーチⅡ 入れている。

で効果があった観点を、話う。

（努力を要する状況）への方策し手に伝えるよう助言す （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策

る。 ・メモに書くキーワードの手がか 適切な言葉遣いの手がかりと・心理的な負担を軽減できるよ ・

・より分かりやすく話すた りとなるよう、友達の考えたキー なるよう、友達の考えをいくつう、３～４人のグループでスピ

めのメモの改善点を考えら ワードを黒板に例示する。 か例示として提示する。ーチする。

・スピーチの評価を効果的に行 ・メモ作りの効率化が図れるよ ・自分の声の大きさや速さの適れるよう、聞き手からの評

えるよう、児童が聞き合う活動 う 「はじめ」と「終わり」を 切さを直せるよう、録音機器な見 価を基に、自分のメモを見 、

において、教師も積極的に認め あらかじめ示してあるメモ用紙 どを活用するように助言する。通 直すように声かけをする。

励ます。 を活用する。し

２

○雪げたが、きれ ◇結論の内容や位置を工夫しな ◇前回のスピーチでの学習事項に ◇声の大きさや速さ、間の取り・結論の内容や位置を工夫

いなまま棚の上に がら、雪げたになりきって話そ 加え 結論の内容や位置を工夫し 方など、適切な言葉遣いを考えすることの効果に気付くこ 、 、

いるわけをマサエ うとしている。 雪げたになりきってスピーチして 雪げたになりきって話したり、とができるよう 例示する、 。

に話すスピーチⅢ ・主体的に学習に取り組め いる。 マサエになりきって聞いたりし

のメモを作成す るよう、メモづくりや練習 ている。

とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）る。 スピーチⅢを支援する。 （十分満足

・スピーチⅡで不十分だった観 ・メモの生かし方の観点を効果的 ・効果的な間の取り方など適切

○メモを基にスピ １ 点や新たな観点を、 に取り入れて な言葉遣いを考えて・分かりやすいスピーチの たくさん取

ーチⅢを聞き合 いる。観点が身に付いたかどうか り入れて

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策う。 を確かめることができるよ

う、スピーチを聞き合い、 適切な言葉遣いの手がかりと・個々の課題が明確になるよう ・メモの書き方や生かし方の観点 ・

評価し合う活動を支援す なるよう、友達の考えをいくつ「スピーチ名人カード」を確認 を明確に意識できるよう、具体的

る。 か例示として提示する。するように助言を行う。 に助言する。

・スピーチの評価を効果的に行 ・自分の声の大きさや速さの適・メモに書くキーワードの手がか

えるよう、児童が聞き合う活動 切さを直せるよう、録音機器なりとなるよう、友達の考えたキー

において、教師も積極的に認め どを活用するように助言する。ワードを黒板に例示する。

励ます。

・互いの表現力の高まりを ◇自分のスピーチをより分かり ◇今までに学習してきた「分かり ◇声の大きさや速さや間など適○スピーチⅠ～Ⅲ

自覚し、自己肯定感を持つ やすくするために大工さんにな やすいスピーチをするための観点 切な言葉遣いに注意し、大工さのメモと「スピー 」

ことができるよう、スピー りきってメモの書き方や生かし を取り入れ、大工さんになりきっ んになりきって話したり、おみチ名人カード」を

チⅠ～Ⅲのメモと「スピー 方を工夫している。 て分かりやすいスピーチをしてい つさんになりきって聞いたりし基に、自分や友

チ名人カード」が一目で見 る。 ている。達のスピーチの進

とする状況・態度） とするキーワード） とするキーワード）歩を認め合う。 られるよう、一枚の紙に貼 （十分満足 （十分満足 （十分満足

る。 ・メモに修正を加えつつ、工夫 ・効果的なメモの生かし方（声の ・話の目的や相手、場にかなっ

の効果を何度も確かめながら、 大きさや速さ、間、身振りなど） た言葉遣いで○大工さんが、お

・自分なりに一番よいと思 繰り返し練習をしている。 をして ・聞き手に聞きやすい声の大見 よめさんになって

えるスピーチができるよ ・目的や相手、場にかなったメモ きさや速さで通 ほしいとおみつさ

２ う 練習時間を確保したり の書き方で ・効果的な間の取り方でし んに話すスピーチ 、 、

メモの書き方や生かし方を３ Ⅳを構想し、聞き

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策合う。 具体的に助言したりしてい

くことで支援を行う。 ・活動の意欲化が図れるよう、 ・分かりやすいスピーチの観点に ・適切な言葉遣いに注意して話

個々の児童の今までの取組の様 気付くよう、児童の取組の様子を せるよう 個の状況に応じて ど、 、「

、 」子や表現力の向上を具体的に認 見取り、個の状況に応じて聞き役 こで どのように間を取るのか

め励ます。 となったり 助言を行ったりする 等、具体的に助言する。、 。

・自分のスピーチを客観的に見直 ・自分の声の大きさや速さの適

せるよう、ビデオなどの機器も活 切さを直せるよう、録音機器な

用する。 どを活用するように助言する。
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【本時案】

（見通し１の準備となる授業。）第１時

( ) ねらい1
○「わらぐつの中の神様」を通読し、登場人物の気持ちや情景について大要をとらえる。
○学習のねらいを知り、なりきりスピーチそのⅠのメモを作成する。

( ) 準備2
（教師）学習プリント①児童用・掲示用、言葉プリント、メモ作成用紙（２種類 、付せん紙）

〈学習目標〉を書いた掲示物、スピーチそのⅠの課題を書いた掲示物、
「だれが 「だれに 「何を」の掲示物、教材本文を拡大した掲示物」 」

（児童）教科書、ノート、筆記用具

( ) 展開（１／６） （於）５年１組の教室3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○話す力を高めて ○話すことが最初から上手にできなくても、それを支えて
いくことへの意 くれる聞き手がいれば、少しずつ自信を持って話すこと

、 。欲をもつ。 ができることを児童が感じられるよう 教師が例示する
○これから行う学習の見通しがもてるよう 「わらぐつの、
中の神様」の文章を使って、楽しく話す力をつけていく
ものであることを伝える。

○学習のめあてを ○学習のめあてがもてるよう、なりきりスピーチの課題の
知る。 いくつかを示す。

「今は『わらぐつの中の神様』という文章を読んで、もし
みんながおみつさんだったら、自分の作ったわらぐつを買
ってもらうために、お客さんにどんな風に話すだろう。も15
し、みんなが雪げただったら、マサエに何て話すだろう。
これからやっていくのは、この『わらぐつの中の神様』と
いう文章をもとに、登場人物や物になって『なりきりスピ
ーチ』をしていく勉強です 」。
☆意欲を高められるよう、学習目標を黒板に掲示する。

〈学習目標〉
「わらぐつの中の神様」でスピーチ名人になろう！

○本文を読んで得 ○課題を提示する （掲示物を黒板に掲示する） 【関・意・態】。
た内容を基に、 ○《スピーチその
メモを作成し、 （なりきりスピーチそのⅠのメモ作り） Ⅰのメモ》
スピーチⅠを行 のメモ テーマに関連す《お父さん、お母さん、雪げたを買ってよ！》
う。 おみつさんになって、雪げたを買ってもらおうと、両親 る叙述に即して

に話すスピーチのためのメモ作りをしよう。 メモを作成しよ
うとしている。

☆その際 「だれが 「だれに 「何を」話すスピーチかを （活動の様子の、 」 」
板書で確認する。 観察及びメモ作

○活動の見通しが持てるよう、まず、スピーチそのⅠのた 成用紙の記述の
めのメモを作ることを確認する。 分析）

○課題に合ったメモが作れるよう、課題に関係する叙述の
部分に着目しながら読む活動を支援する。 【話・聞】

○読めない漢字や意味のわからない言葉を確認できるよ ○《スピーチその
う、範読をする。 Ⅰのメモ》

○わからない言葉の意味を理解できるよう 「言葉プリン メモを基に、テ、
ト」を活用する。 ーマに沿ってス

。○スピーチに必要な本文の内容を確認できるよう、学習プ ピーチしている
リント①を用いる。 （児童の活動の

○おみつさんの雪げたへの思いを本文から具体的に読み取 様子及び使用し
れるよう、Ｐ ～Ｐ Ｌ を読むことを伝える。 たメモ作成用紙.10 .13. 1

○内容を正しく理解できるよう、学級全体でスピーチその 記述の分析）
Ⅰの課題の内容について、重点となるいくつかを確認を
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する。 【言】
☆その際、教材本文を掲示し、児童の発言で確認する。 ○《スピーチその
☆話し方、聞き方、話す目的を確認できるよう、問いかけ Ⅰメモ》30
をする。 テーマに関連す

【おみつさんの雪げたへの思い】 る叙述に即して
・げた屋さんの前で目についた、雪げたのかわいらしさ メモを作成して
・こづかいで買えるねだんでは、ない。 いる。
・いつもは、余計な物など、ほしいと思ったことはない （児童が使用し
のに、この雪げたばかりは、なんとしてもあきらめき たメモ作成用紙
れない。 記述の分析）

・ ねえ、わたしを買ってください。あんたが買ってく「
れたら、うれしいな 」と、雪げたがよびかけている。
ように思えた。

☆話の内容を見つけられるよう、学習プリント①を見直す
ように声かけをする。

☆話の中心を一つ決めるように助言する。
☆メモの作成においては、自分のやりやすいやり方でメモ
作りができるよう、用紙や付せん紙を用意しておく。

☆メモの構成の仕方に気付くよう、メモ作成時に机間指導
を行い、声かけをする。

、 、◎次の活動がよりよく進められるように 早く書けた人は
それを使ってスピーチの練習をしていることを指示して
おく。

○次時の見通しが持てるよう 「スピーチそのⅠ」を家の、
○次時の予告を聞 人にしてみた感想を聞くことを伝える。
く。

（スピーチそのⅠの振り返りと見通し１にかかわる授業。太線枠内が検証に関係する部分。第２時
授業のビデオ録画を基にした考察等の方法を使っても検証を行う。）

( ) ねらい1
○なりきりスピーチそのⅠを振り返る。
○モデルスピーチを聞き比べたり、スピーチメモを見比べたりして 「スピーチをするためのメモ、
の書き方や生かし方」を理解する。

( ) 準備2
（教師）ふりかえりカード①、モデルスピーチを録画してあるビデオテープ、ＴＶ、ビデオデッキ

学習プリント②、モデルスピーチ①・②のメモ、フラッシュカード、
メモの書き方・生かし方をまとめた掲示物（ 名人カード」の拡大紙）「

（児童）教科書、ノート、筆記用具

( ) 展開（２／６） （於）５年１組の教室3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○なりきりスピー ○メモを用い、どのような思いでスピーチをしたかどうか
チⅠを振り返 ５ を把握できるよう、ふりかえりカード①を用いる。
る。

○モデルスピーチ①、 ○分かりやすいスピーチをするための観点に気付くことができるよう、二 【関・意・態】
②を比べ、分かりや つの対照的なスピーチ（モデルスピーチ①、②）を視聴し、それを比べ ○分かりやすく聞
すさの原因を考え たり、メモを見比べたりする活動を行う。 きやすいスピー
る。 ○その際、二つのモデルスピーチの違いを視聴しながら確 チの条件を、自

認できるよう、比べるめあてを入れた学習プリント②を 分なりに学習プ
活用する。 リント②にまと

○二つのモデルスピーチの違いを明確にするために、次表 めている。
のようにモデルスピーチを行う。 （活動の様子の

観察及び学習プ
モデルスピーチ① モデルスピーチ② リント②の記述

の分析）
メ ○文章で書いたメモを作成して ○付せん紙に書いたキーワードで
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モ いる。 メモを作成している。 【話・聞】
の ○分かりやすいス
書 ○終わりで結論を述べる構成 ○はじめと終わりで一番言いたい ピーチをするた
き （尾括式の構成）にな ことを述べる構成（双括式の構 めのメモの書き
方 っている。 成）になっている。 方や生かし方を

。書き出している
○抑揚や間のない平板な話し方 ○抑揚や間を工夫した話し方をし （学習プリント

）をしている。 ている。 ②の記述の分析
メ
モ ○メモから目を離さず読んでい ○メモをもとに、聞き手をなるべ 【言】
の る。 く見ながら話している。 ○話す「音量」や
生 「速度 「相手」、
か ○身振りはない。 ○身振りを交えている。 を見ながら」話
し すことなどに着
方 ○やや小さめの声で話す。 ○聞き手が聞きやすい声の大きさ 目して、正しい

や速さで話す。 言葉を用いてい
る。

( )ビ デオを見比 （学習プリント1
）べる。 ②の記述の分析

40
( )① 、②どちら ○児童一人一人の考えを把握できるうよう、挙手で確認す2
が分かりやす る。
いか考える。 ☆モデルスピーチ②の方が分かりやすいことに気付けるよ

う、モデルスピーチ①との違いに着眼するように助言す
る。

( )分 かりやすか ○自分の意見が明確に書けるよう、学習プリント②を活用3
った理由を書 する。
く。 ☆理由が明確に短時間で共通理解できるよう、フラッシュ

カードで確認する。
☆その際、机間指導時に児童がフラッシュカードに書くよ
うに指示する。

☆活動の意欲化を図れるよう、一つでも気付いたことを多
くの児童に知らせる。

( )メモを見比べ ○メモの工夫に気付けるよう、なぜモデルスピーチ②の方4
分かりやすか が分かりやすかったのか、という視点で学習プリント②
った理由を書 に理由を書く。
く。 ◎気付いたことをたくさん書くように声かけをする。

( )気 付いたメモ ○分かりやすさの原因を明確にできるよう 「スピーチ名人カード」に整5 、
の書き方と生 理する。
かし方を整理 ☆その際 「名人カード」の拡大紙を掲示する。、

、 、する。 ☆話す速度や音量 聞き手を見ながら話すことなどのうち
声の大きさなど具体的な観点に注意して学習プリント②
に書けるように声かけをする。

○次時の予告を聞 ○次時の見通しが持てるよう 「スピーチそのⅡ」を「ス、
く。 ピーチそのⅠ」とは違うテーマで行うことを伝える。

（見通し２にかかわる授業。太線枠内が検証に関係する部分。第３時
授業のビデオ録画を基にした考察等の方法を使っても検証を行う。）

( ) ねらい1
○なりきりスピーチそのⅡを行い、それを自他で振り返ることにより、自分のスピーチの向上を自
覚し、より分かりやすいスピーチにしていく。

( ) 準備2
（教師 〈学習目標〉を書いた掲示物、スピーチ名人カード（裏：ふりかえりカード②～④ 、） ）

付せん紙、スピーチ名人カード（掲示用 、モデルスピーチ②のメモ（掲示用 、） ）
スピーチそのⅡの課題を書いた掲示物 「だれが 「だれに 「何を」の掲示物、、 」 」
メモ作成用紙、フラッシュカード、スピーチ台、お面（おみつさん 、）
ワッペン（ おみつさん」の文字と絵の２種類 、カセットテープレコーダー９台「 ）

（児童）教科書、ノート、筆記用具、色鉛筆
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( ) 展開（３／６） （於）第二音楽室3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○メモを作成して 【関・意・態】
なりきりスピー （なりきりスピーチそのⅡ） ○《スピーチその
チそのⅡを行 Ⅱ》《お客さん、わらぐつを買ってよ！》
い、グループで もう一度おみつさんになって、自分で作ったわらぐつの 前時の学びを取
互いに聞き合 よさを、お客さんに説明したスピーチを振り返ろう。 り入れて、自分
い、振り返る。 のスピーチがよ

り分かりやすい
( )ス ピーチその ○主体的に学習に取り組めるよう、各自のメモづくりや練習を支援する。 ものとなるよう1
Ⅱのメモを作 ○なりきりスピーチそのⅡへのめあてが持てるよう 「キ 「キーワード」、
る。 ーワード」でメモを書き 「相手を見ながら」スピーチ 「相手を見なが、

をすることをめあてとすることを確認する。 ら」に注意し、
☆その際 「スピーチ名人カード」を黒板に掲示する。 次のスピーチへ、
○おみつさんが自分で作ったわらぐつのよさを本文から具 の改善点を探し15
体的に読み取れるよう、Ｐ ～Ｐ Ｌ を読むことを ている。.14 .16. 1
伝える。 （活動の様子の

○テーマに合ったスピーチそのⅡのメモ作りができるよう 観察及びメモ作
に、教材本文の叙述に着目し、内容を理解する時間を取 成用紙、ふりか
るようにする。 えりカード②の

○全員が内容を正しく理解できるよう、机間指導を行い、 記述の分析）
児童の考えのいくつかをフラッシュカードで全体に示
す。 【話・聞】

◎よりよいメモを作成できるよう、メモの生かし方のいろ ○《スピーチその
いろな観点に着目するように声かけをする。 Ⅱ》

【おみつさんが自分で作ったわらぐつのよさ】 スピーチ名人カ
・少し格好は悪いが、はきやすい。 ードのめあてを
・あったかい。 基 に 「 キ ー ワ、
・少しでも長もちするように。 ー ド 「 相 手 を」
・心をこめて、しっかりわらを編んだ。 見ながら」に注

、意して話したり
( )ス ピーチその ○話すことへの抵抗を緩和し 時間の効率化を図れるよう 聞いたりできた2 、 、
Ⅱの練習を行 練習及び本番は、グループごとに行う。 かを振り返り、
う。 ○自分が納得のいくまで、何度も練習してよいことを伝え 次のスピーチへ10

る。 の改善点に気付
☆心理的な負担を軽減できるよう、３～４人のグループで いている。
スピーチを行う。 （活動の様子の

☆その際、互いのスピーチの変化が見取れるよう、グルー 観察及びメモ作
プの構成員は、スピーチそのⅠと同じ構成員で行う。 成用紙、ふりか

えりカードその
）( )ス ピーチその ○話し手が自らのスピーチⅡを評価することができるよう、聞き手はスピ ②の記述の分析3

Ⅱの本番を行 ーチⅡで効果があった観点を、話し手に伝えるよう助言する。
い、互いのス ○スピーチ後、相互評価を効果的に行えるよう、付せん紙 【言】
ピーチについ を活用する。 ○《スピーチその
ての相互評価 ○効果的な自己評価になるよう 「スピーチ名人カード」 Ⅱ》、
及び、自分の を活用する。 スピーチ名人カ
スピーチにつ ○より分かりやすく話すためのメモの改善点を考えられるよう、聞き手か ードのめあてを
いての自己評 らの評価を基に、自分のメモを見直すように声かけをする。 基 に 「 相 手 を、
価を行う。 ☆机間指導の際に メモの書き方の工夫 話し方の工夫 見ながら」話す、「 、 」

の中から一つでも改善点が見つけられていたら、積極的 ことに着目して
。に認め、励ます。 振り返っている

☆前時のスピーチと比べて進歩してきた点をメモの書き方 （活動の様子の20
や話し方から、具体的に提示する。 観察及びメモ作

☆グループでのアドバイス後に、今回のめあて「キーワー 成用紙、ふりか
ド 相手を見ながら を次のスピーチに生かせるよう えりカードその」「 」 、

）今回行ったスピーチの中身に関連づけて、具体的な助言 ②の記述の分析
をする。

☆メモに書くキーワードや適切な言葉遣いの手がかりとな
るよう、友達の考えのいくつかを黒板に例示する。

、「 」 「 」☆メモ作りの効率化が図れるよう はじめ と 終わり
をあらかじめ示してあるメモ用紙を活用する。



- 8 -

☆自分の声の大きさや速さの適切さを直せるよう、録音機
器などを活用するように助言する。

◎よりよいスピーチとなるよう、いろいろな観点を取り入
れているか問いかける。

（見通し２にかかわる授業。太線枠内が検証に関係する部分。第４時
授業のビデオ録画を基にした考察等の方法を使っても検証を行う。）

( ) ねらい1
○なりきりスピーチそのⅢを行い、それを自他で振り返ることにより、自分のスピーチの向上を自
覚し、より分かりやすいスピーチにしていく。

( ) 準備2
（教師 〈学習目標〉を書いた掲示物、スピーチ名人カード（裏：ふりかえりカード②～④ 、） ）

付せん紙、スピーチ名人カード（掲示用 、モデルスピーチ②のメモ（掲示用 、） ）

スピーチそのⅢの課題を書いた掲示物 「だれが 「だれに 「何を」の掲示物、、 」 」
メモ作成用紙、フラッシュカード、スピーチ台、お面・ 雪げた 、（ ）
ワッペン（ 雪げた」の文字と絵の２種類 、カセットテープレコーダー９台「 ）

（児童）教科書、ノート、筆記用具、色鉛筆

( ) 展開（４／６） （於）第二音楽室3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○メモを作成して 【関・意・態】
なりきりスピー （なりきりスピーチそのⅢ） ○《スピーチその
チそのⅢを行 Ⅲ》《マサエちゃん、わたしがここにいるのはね 》。
い、グループで 雪げたになって、今、マサエの家のおし入れのたなの上 前時の学びを取
互いに聞き合 にいるわけを、マサエに話したスピーチを振り返ろう。 り入れるととも
い、振り返る。 に、結論の内容

、や位置を工夫し
( )ス ピーチその ○なりきりスピーチそのⅢへのめあてとして、結論の内容や 自分のスピーチ1
Ⅲのメモを作 位置を工夫することの効果に気付くことができるよう、例示する。 がより分かりや
る。 ☆その際 「スピーチ名人カード」を黒板に掲示する。 すいものとなる、

○主体的に学習に取り組めるよう、メモづくりや練習を支援する。 ように注意し、
○おみつさんが自分で作ったわらぐつのよさを本文から具 次のスピーチへ
体的に読み取れるよう、Ｐ Ｌ ～Ｐ を読むこと の改善点を探し.23. 10 .27
を伝える。 ている。

○テーマに合ったスピーチそのⅢのメモ作りができるよう （活動の様子の15
に、教材本文の叙述に着目し、内容を理解する時間を取 観察及びメモ作
るようにする。 成用紙、ふりか

○全員が内容を正しく理解できるよう、机間指導を行い、 えりカード③の
児童の考えのいくつかをフラッシュカードで全体に示 記述の分析）
す。

◎よりよいメモを作成できるよう、効果的な間の取り方な 【話・聞】
ど、メモの生かし方の観点に着目するように声かけをす ○《スピーチその
る。 Ⅲ》

【雪げたが、たなの上にあることについて】 スピーチ名人カ
・おじいちゃんに買われたこと。 ードのめあてを
・おみつさんがとてもうれしがってなかなかはいてくれ 基に話したり、
なかった。 聞いたりできた

・おみつさんが、そのうちにはこうと思っているうちに かを振り返り、
年をとって、はかなくなってしまった。 次のスピーチへ

の改善点に気付
( )ス ピーチその ○話すことへの抵抗を緩和し 時間の効率化を図れるよう いている。2 、 、
Ⅲの練習を行 スピーチ練習発表及び本番発表は グループごとに行う （活動の様子の、 。
う。 ○自分が納得のいくまで、何度も練習してよいことを伝え 観察及びメモ作10

る。 成用紙、ふりか
☆その際、互いのスピーチの変化が見取れるよう、グルー えりカードその

）プの構成員は、スピーチそのⅠと同じ構成員で行う。 ③の記述の分析
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( )ス ピーチその ○分かりやすいスピーチの観点が身に付いたかどうかを確かめることがで 【言】3
Ⅲの本番発表 きるよう、スピーチを聞き合い、評価し合う活動を支援する。 ○《スピーチその
を行い、互い ○スピーチ後、相互評価を効果的に行えるよう、付せん紙 Ⅲ》
のスピーチに を活用する。 スピーチ名人カ
ついての相互 ○効果的な自己評価になるよう 「スピーチ名人カード」 ードのめあてを、
評価及び、自 を活用する。 基に話すことに
分のスピーチ ☆個々の課題が明確になるよう 「スピーチ名人カード」 着目して振り返、
についての自 を確認するように助言を行う。 っている。
己評価を行う ☆スピーチの評価を効果的に行えるよう、児童が聞き合う （活動の様子の。

活動において、教師も積極的に認め励ます。 観察及びメモ作
☆机間指導の際に メモの書き方の工夫 話し方の工夫 成用紙、ふりか、「 、 」
の中から一つでも改善点が見つけられていたら、積極的 えりカードその20

）に認め、励ます。 ③の記述の分析
☆前時のスピーチと比べて進歩してきた点をメモの書き方
や話し方から、具体的に提示する。

☆グループでのアドバイス後に、今回のめあて「結論の内
容や位置」を次のスピーチに生かせるよう、今回行った
スピーチの中身に関連づけて、具体的な助言をする。

☆適切な言葉遣いの手がかりとなるよう、友達の考えたキ
ーワードを黒板に例示する。

☆自分の声の大きさや速さの適切さを直せるよう、録音機
器などを活用するように助言する。

◎よりよいスピーチとなるよう、スピーチⅡで不十分だっ
た観点のすべてを取り入れているか問いかける。

（スピーチそのⅠ～Ⅲまでを振り返り、自他のスピーチの変化を自覚し、さらに分かりやすいスピーチ第５時
にしようと意欲を高め、最後のなりきりスピーチⅣのメモ作りを行う見通し３の前半である。太線枠内
が検証に関係する部分。授業のビデオ録画を基にした考察等の方法を使っても検証を行う。）

( ) ねらい1
○これまでのスピーチそのⅠ～Ⅲを振り返り、自他のスピーチの変化に気付き、さらに分かりやす
いスピーチにしようと意欲を高めている。

○なりきりスピーチそのⅠ～Ⅲの振り返りで気付いた自分のスピーチの進歩を基に、スピーチ学習
の集大成である、なりきりスピーチⅣのめあてを決め、メモを作成する。

( ) 準備2
（教師）付せん紙、これまでに作成したメモのコピーをを張った模造紙、

スピーチ名人カード（児童用・掲示用 〈学習目標〉を書いた掲示物、）、
メモ作成用紙（児童用・掲示用 、なりきりスピーチそのⅣのテーマを書いた掲示物、）
児童の考えを書くための画用紙短冊（掲示用）

（児童）教科書、筆記用具、赤鉛筆、

( ) 展開（５／６） （於）体育館3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○今までしてきた ○互いの表現力の高まりを自覚し、自己肯定感を持つことができるよう、
「 」 、スピーチそのⅠ スピーチⅠ～Ⅲのメモと スピーチ名人カード が一目で見られるよう

～Ⅲを振り返 一枚の紙に張る。
り、自分や友達
のスピーチの進
歩を見つける。

( )自 分のスピー ○最初に、自分のスピーチの進歩を明らかにできるよう、1
チの進歩を見 メモの書き方や生かし方の変化をメモや「スピーチ名人
つける。 カード」をよく見比べて付せん紙に記入し、所定の場所

に張る。

( )同 じグループ ○次に、友達の進歩に気付けるよう、同じグループの友達2
の友達の進歩 のメモの書き方や生かし方の変化をメモや「スピーチ名
を互いに見つ 人カード」をよく見比べて付せん紙に記入し、所定の場
け合う。 所に張る。
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( )他 のグループ ○より多くのスピーチの変化や進歩が自覚できるよう、他3
の友達の進歩 グループの友達のスピーチの進歩をメモや「スピーチ名
を互いに見つ 人カード」をよく見比べて付せん紙に記入し、所定の場25
け合う。 所に張る。

◎効果的な振り返りとなるよう、メモの変化から見つけた
どんな小さな進歩でも書くように呼びかける。

( )自 分で気付い4
たり、友達か ○最後のスピーチへのめあてを自覚できるよう、スピーチ
ら教えてもら メモの書き方と生かし方、それぞれ一つずつ、重点とす
ったりした自 るめあてを決め 「スピーチ名人カード」のめあて番号、
分のスピーチ に赤鉛筆で丸をつける。
の進歩を基に ☆成長をメモや「スピーチ名人カード」の変化から具体的
最後のスピー に提示して、これまでの成果や努力をほめる。
チへのめあて ☆今までのスピーチで取り入れてきた表現の工夫をこれま
を決める。 でのメモをもとに具体的に思い出し 「スピーチ名人カ、

ード」に記されている表現の工夫のうち、まだ一度もス
ピーチに生かすことができていないものをめあてとする
ように呼びかける。

☆これまでのスピーチを振り返り、相手を見ること、声の
大きさや速さ、間をあけること、身ぶりや手ぶりを入れ
ることの中から目標を絞るように声かけをする。

◎最後のスピーチのめあては、これまでに身に付けたメモ
の書き方や生かし方を総合的に取り入れたものとするこ
とを伝える。

○メモを作成して 【関・意・態】
なりきりスピー （なりきりスピーチそのⅣ） ○《スピーチその
チそのⅣを行 Ⅳのメモ》《おみつさん、
い、グループで これまでの学びおれのおよめさんになってくんないかな 》。
互いに聞き合 大工さんになって、およめさんに来てほしいと、おみつ を総合的に生か
い、振り返る。 さんに話したスピーチを振り返ろう。 し、テーマに関

連する叙述に即
してメモを作成

( )ス ピーチその ○なりきりスピーチそのⅣへのめあてが持てるよう 「ス しようとしてい1 、
Ⅳのメモを作 ピーチ名人カード」の工夫を総合的に取り入れてスピー る。
る。 チをすることをめあてとすることを確認する。 （活動の様子の

☆その際 「スピーチ名人カード」を黒板に掲示する。 観察及びメモ作、
○大工さんがおみつさんにおよめさんに来てほしい思いを 成用紙の記述の
本文から具体的に読み取れるよう Ｐ Ｌ ～Ｐ Ｌ 分析）15 .20. 6 .23. 9、
を読むことを伝える。

○テーマに合ったスピーチそのⅣのメモ作りができるよう 【言】
に、教材本文の叙述に着目し、内容を理解する時間を取 ○《スピーチその
るようにする。 Ⅳメモ》

◎メモができたら、もう一つ別のメモを作成してもよいこ これまでの学び
とを声かけする。 を総合的に生か

し、テーマに関
連する叙述に即
してメモを作成
している。
（児童が使用し
たメモ作成用紙
記述の分析）

（スピーチ学習の集大成であるなりきりスピーチそのⅣを行う見通し３にかかわる授業の後半である。第６時
太線枠内が検証に関係する部分。授業のビデオ録画を基にした考察等の方法を使っても検証を行
う。）

( ) ねらい1
○なりきりスピーチそのⅣを行い、それを自他で振り返ることにより、自分のスピーチの向上を自
覚するとともに、スピーチへの自信を深め、学習全体のまとめをする。

( ) 準備2
（教師）付せん紙、スピーチ名人カード（児童用・掲示用 〈学習目標〉を書いた掲示物、）、
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メモ作成用紙（児童用・掲示用 、なりきりスピーチそのⅣのテーマを書いた掲示物、）
フラッシュカード（掲示用 、スピーチ台、机、お面（大工 、） ）
ワッペン（ 大工」の文字と絵の２種類 、カセットテープレコーダー９台「 ）

（児童）教科書、筆記用具、赤鉛筆、

( ) 展開（６／６） （於）第二音楽室3

（ ）学習活動 分 学習への支援（○）及び留意点（☆） 評価項目 評価方法

十分満足とする状況・態度の児童への支援（◎）

○メモを作成して 【関・意・態】
なりきりスピー （なりきりスピーチそのⅣ） ○《スピーチその
チそのⅣを行 Ⅳのメモ》《おみつさん、
い、グループで これまでの学びおれのおよめさんになってくんないかな 》。
互いに聞き合 大工さんになって、およめさんに来てほしいと、おみつ を総合的に生か
い、振り返る。 さんに話したスピーチを振り返ろう。 し、自分のスピ

ーチがより分か
りやすいものと

( )ス ピーチその ○前時に考えたなりきりスピーチそのⅣへのめあてをもう なるように注意1
Ⅳのメモを完 一度見直し 「スピーチ名人カード」の工夫を総合的に し、スピーチへ、
成させる。 取り入れてスピーチをすることをめあてとすることを確 の改善点を探し

認する。 ている。
☆その際 「スピーチ名人カード」を黒板に掲示する。 （活動の様子の、
○大工さんがおみつさんにおよめさんに来てほしい思いを 観察及びメモ作
明確に見つけられるよう、前時に本文Ｐ Ｌ ～Ｐ 成用紙、ふりか.20. 6 .23.
Ｌ の範囲から探したことを確認する。 えりカード④の9

○テーマに合ったスピーチそのⅣのメモ作りができるよう 記述の分析）15
に、教材本文の叙述に着目し、内容を理解する時間を取
るようにする。 【話・聞】

○全員が内容を正しく理解できるよう、机間指導を行い、 ○《スピーチその
児童の考えのいくつかをフラッシュカードで全体に示 Ⅳ》
す。 スピーチ名人カ

◎よりよいメモとなるよう、何度も作り直してよいことを ードのめあてを
伝える。 基に話したり、

【大工さんのおみつさんにおよめさんに来てほしいという 聞いたりできた
思いについて】 かを振り返り、
・おみつさんの作ったわらぐつ スピーチへの改
じょうぶでいいわらぐつ 善点に気付いて
見かけは不格好でも、使う人の身になって、 いる。

使いやすく、 （活動の様子の
じょうぶで長持ちする 観察及びメモ作

・大工さんの強い思い 成用紙、ふりか
神様みたいに大事にするつもり えりカードその

）④の記述の分析
( )ス ピーチその ○自分なりに一番よいと思えるスピーチができるよう、練習時間を確保し2
Ⅳの練習を行 たり、メモの書き方や生かし方を具体的に助言したりしていくことで支 【言】
う。 援を行う。 ○《スピーチその

○話すことへの抵抗を緩和し 時間の効率化を図れるよう Ⅳ》10 、 、
スピーチ練習発表及び本番発表は グループごとに行う スピーチ名人カ、 。

☆その際、互いのスピーチの変化が見取れるよう、グルー ードのめあてを
プの構成員は、スピーチそのⅠと同じ構成員で行う。 基に話すことに

☆めあてを重点化し 聞き手にもそれを伝えるようにする 着目して振り返、 。
っている。

( )ス ピーチその ○スピーチ後、相互評価を効果的に行えるよう、付せん紙 （活動の様子の3
Ⅳの本番発表 を活用する。 観察及びメモ作
を行い、互い ○効果的な自己評価になるよう 「スピーチ名人カード」 成用紙、ふりか、
のスピーチに を活用する。 えりカードその

、「 、 」 ）ついての相互 ☆机間指導の際に メモの書き方の工夫 話し方の工夫 ④の記述の分析
評価及び、自 の中から一つでも改善点が見つけられていたら、積極的
分のスピーチ に認め、励ますとともに、これまでの学習を踏まえての
についての自 その子なりの上達ぶりを賞賛する。
己評価を行う ☆前時のスピーチと比べて進歩してきた点をメモの書き方。

や話し方から、具体的に提示する。
☆分かりやすいスピーチの観点に気付くよう、児童の取組
の様子を見取り、個の状況に応じて聞き役となったり、
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助言を行ったりする。
☆グループでのアドバイス後に、自分なりに重点的に取り
組むめあてのうち、一つでもスピーチに生かせることが
できていたら、具体的に賞賛する。

☆自分のスピーチを客観的に見直せるよう、ビデオなどの20
機器も活用するように助言する。

☆自分のメモの工夫に役立てるよう、友達の工夫例を黒板
に提示する。

☆適切な言葉遣いに注意して話せるよう、個の状況に応じ
て 「どこで、どのように間を取るのか」等、具体的に、
助言する。

☆「スピーチ名人カード」を基に、これまでのスピーチで
上達してきた点を具体的に指摘し、賞賛する。

◎最後のスピーチが効果的に行えるよう、これまでに身に
付けたメモの書き方や生かし方を総合的に取り入れるよ
うに声かけをする。

○今回のスピーチ
学習を振り返 ○話すことへの自信を深めるよう、児童の上達ぶりを賞賛
り、スピーチへ するとともに、国語として、考えを整理したり、相手に
の自信を深め 伝えたりする力が身に付いてきていることを話す。
る。
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『
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
』

言
葉
プ
リ
ン
ト

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前

言
葉
の
意
味
を
調
べ
よ
う
！

◎
意
味
を
知
っ
て
い
た
も
の
に
は
、
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

今
日
、
初
め
て
意
味
を
知
っ
た
も
の
に
は
、
△
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

語

句

Ｐ
・
Ｌ

意

味

（

わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
で
の
使
わ
れ
方
）

「

し
ん
し
ん
と

４
・
７

（
深
々
と
）
雪
が
し
ず
か
に
ふ
り
つ
づ
く
よ
う
す
。

し
ん
し
ん

迷

信

８
・
５

り
く
つ
に
合
わ
な
い
あ
や
ま
っ
た
言
い
伝
え
を
信
じ
る
こ
と
。

め
い

し
ん

正

真

正
め
い

８
・
６

ほ
ん
と
う
の
こ
と
。
う
そ
い
つ
わ
り
の
な
い
こ
と
。
ほ
ん
も
の
。

し
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

気

立

て

９
・
９

気
持
ち
。
性
質
。

き

だ

、

。

つ

ま

皮

・

雨
や
ど
ろ
を
よ
け
る
た
め
に

げ
た
の
つ
ま
先
に
付
け
る
お
お
い

が
わ

10

10

ふ
っ
さ
り

・

ふ
さ
ふ
さ
し
て
い
る
様
子
を
表
す
言
葉
。

10

10

言
葉
を
に
ご
す

・

は
っ
き
り
と
言
わ
な
い
。

13

8

な
だ
め
役

・

き
げ
ん
を
と
る
係
り

13

12

が

ん

ぎ

・
６

雪
の
深
い
地
方
で
、
の
き
の
ひ
さ
し
を
長
く
出
し
、
そ
の
下
を
通

16

路
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
木
の
屋
根
の
こ
と
。

あ
け
す
け

・

物
事
を
つ
つ
み
か
く
さ
な
い
こ
と
。

17

3

む

し

ろ

・
１

い
ぐ
さ
、
が
ま
、
わ
ら
、
竹
な
ど
で
編
ん
だ
敷
き
物
。

あ

し

18

ま
じ
ま
じ
と

・
５

じ
っ
と
見
つ
め
る
よ
う
す
。

18

き
ょ
う
し
ゅ
く

・

あ
り
が
た
く
思
う
こ
と
。
お
そ
れ
い
る
こ
と
。

21

21

よ
し
あ
し

・
３

よ
い
こ
と
と
わ
る
い
こ
と
。
よ
い
わ
る
い
。
善
悪

ぜ
ん
あ
く

22
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学
習
プ
リ
ン
ト
①

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前

◎
「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
の
お
お
ま
か
な
中
身
を
つ
か
も
う
！

作
品
の
中
の
時

場

面

登
場
人
物

お
も
な
で
き
ご
と

・

）

（

・

）
が
か
わ
か
ず
、

（

・
マ
サ
エ
の

現

在

マ
サ
エ
の
（

）

（

）
を
は
い
て

（

）

い
く
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
る

・
マ
サ
エ
の

マ
サ
エ

（

）

・
マ
サ
エ
の

（

）

・

）
さ
ん

・

）
が
ほ
し
く
な

（

（っ
た
お
み
つ

話

町
の

・
村
の
人
た
ち

（

）

（

）

の

・
自
分
で
作
っ
た

『

』
屋
さ
ん

・

）
屋
の

を
売
る
お
み
つ

（

お
か
み
さ
ん

・
わ
ら
ぐ
つ
を
買
っ
て
く
れ
た
、

（

）

・

）
の

（

）
さ
ん

（

お
母
さ
ん

（

）

・

）
が
、
お
み
つ
さ

（

・

）
の

ん
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ

（

お
父
さ
ん

（

）

・
お
み
つ
の

（

）

・
お
み
つ
の

・

）

（

・
お
み
つ
さ
ん
が
自
分
の

・
マ
サ
エ
の

（

）
だ
と

（

）

・
マ
サ
エ
の

知
る
マ
サ
エ

（

）

（

）

マ
サ
エ
の
（

）

・

）
を
見
る
マ

（

・
マ
サ
エ
の

サ
エ

（

）

（ ）
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学
習
プ
リ
ン
ト
②

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前

わ
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
は
、
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
な
？

見
つ
け
よ
う
。

ビ
デ
オ
か
ら
気
づ
い
た
こ
と

◎

・・・

メ
モ
か
ら
気
づ
い
た
こ
と

◎

・・・
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《スピーチ名人カード》

これができればスピーチ名人だ！！
５年 組 番・名前

書 き 方 の 工 夫 新しく気づいたこと番号

１ 大切な所だけ（キーワード）で書く

２ はじめとおわりに一番言いたいこと

話 し 方 の 工 夫 新しく気づいたこと

３ 相 手 を 見 る

４ 声 の 速 さ ・ 大 き さ

５ あ い だ （ 間 ）

６ 動 作（身ぶり ・手 ぶ り）
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な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅰ
の
メ
モ

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前！

【
テ
ー
マ
】

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
雪
げ
た
を
買
っ
て
よ

《
お
み
つ
さ
ん
に
な
っ
て
、
雪
げ
た
を
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、
両
親
に
話
す
ス
ピ
ー
チ
》
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（
ス
ピ
ー
チ
Ⅱ
～
Ⅳ

同
形
式
）

な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅰ
の
メ
モ

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前！

【
テ
ー
マ
】

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
雪
げ
た
を
買
っ
て
よ

《
お
み
つ
さ
ん
に
な
っ
て
、
雪
げ
た
を
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、
両
親
に
話
す
ス
ピ
ー
チ
》

は じ めな かお わ り
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ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
①

（

月

日
）
五
年

組

番
・
名
前

な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
Ⅰ
を
し
て

「
話
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
ま
し
た
か
。

◎

、

ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け
て
。
わ
け
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

話
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
た

話
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
な
か
っ
た

・

・

【

】

わ
けな

り
き
り
ス
ピ
ー
チ
Ⅰ
を
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
！

◎
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ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド

②
～
④

五
年

組

番
・
名
前

（

月

日
）

１

な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅱ
を
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
！

◎（

月

日
）

２
な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅲ
を
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
！

◎（

月

日
）

３

な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅳ
を
し
て

「
話
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
ま
し
た
か
。

◎

、

ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け
て
。
わ
け
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

話
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
た

話
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
な
か
っ
た

・

・

【

】

わ
け

な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
そ
の
Ⅳ
を
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
！

◎
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「魚を育てる森」

【指導計画（全５時間）】

過 評 価 規 準

程 主な学習活動 時間 学習への支援 国語への 話すこと・聞くこと 言語についての
関心・意欲・態度 知識・理解・技能

○改まった場面で ・二つのロールプレイング
の話し方を振り を見る活動を通して、改ま
返る。 った場面で話すことの難し

さと必要性に気付くことが
できるよう支援を行う。

○本文を読んで各 ・一人一人の生徒が、スピ ◇スピーチのテーマを自分 ◇目的や相手を明確にして ◇場の状況に応じた適切な
自でスピーチの ーチのテーマを自分なりに なりに考え、ノートに書 スピーチのテーマを発表 音量や速さで話してい
テーマを考える。 考えることができるよう、 いたり、発表したりして している。 る。

本文中にでてくる「もの」 いる。
や「ひと」を確認したり、 （十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）

１ テーマを例示したりして支 ・相手や目的を様々に設定 ・根拠を明確にして ・聞き手の分かりやすさに配慮し
援を行う。 し、３つ以上のテーマ た音量や速度、言葉の調子で

○各自で考えたス ・スピーチ可能なテーマ を記述している。
ピーチのテーマ かどうかを検討するため、 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策
を発表し、検討 各自が考えたテーマをグ ・一つでもノートに書き ・テーマが具体的に思い ・話し手に対しては、発
する。 ループで発表したり、本 出せたことを、賞賛し つかない生徒に対して 表内容に自信をもつこ

文の情報を確かめたりす たり励ましたりして他 は幾つかのスピーチの とができるよう励ます
る活動を支援する。 の生徒へ広げ、活動の テーマを具体的に例示 とともに、受容的な聞

意欲化を図る。 して手がかりとなるよう き方ができるよう、聞
にする。 き手にも助言を行う。

・本文中の「もの」や「人」
を確認して、その立場な
らばどんな内容でスピー
チができるかを考える
よう助言を行う。

○「魚が腐植土の ・スピーチの内容を構想す
大切さを人間に るため、話す目的や相手を
訴えるスピーチ」 明らかにしたり、内容に盛
（スピーチⅠ）を り込む必要のある情報を確
構想する。 認したりして支援を行う。

・自分なりにスピーチメモ ◇腐植土の大切さを、書い ◇腐植土が大切なわけメモ ◇声の速度や大きさに注意
を作成することができるよ たメモをもとにしてスピ にまとめ、自分なりにス して話している。
う、必要な情報を収集した ーチしている。 ピーチしている。
り、収集した情報を生かし
てメモを作成したりする活 （十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）

１ 動を支援する。 ・聞き手の分かりやすさを ・聞き手を意識しながら、 ・聞き手が分かりやすいよ
○スピーチⅠを聞 ・作成したメモを基に、自 考えながら自分なりにメ メモの書き方や生かし方 うに、声の速度や大きさ、
き合う。 分なりにスピーチをするこ モの書き方や話し方を工 を工夫して 間や抑揚などに注意して

とができるよう、グループ 夫して話している。
での聞き合いを支援する。 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策

・一人一人が自分なりにが ・キーワードが見つからな ・聞き手からの助言をもと
んばってスピーチをする い生徒に対しては、板書 に、自分の声の大きさや
姿勢を、認め励ましてい 中の言葉を手掛かりにす 速さを調節するようにア
くことで、活動の意欲化 るように助言する。 ドバイスをする。
を図る。 ・キーワードが一つの話に ・見取った個の状況に応じ

・メモづくりの際の支援を まとまらない生徒に対し て、声の大きさや速さな
十分に行い、一人一人の ては、スピーチを例示し、 ど、具体的に助言を行う。
生徒が話す内容をもつこ 自らの話をまとめていく
とができるようにする。 手がかりとなるようにす

る。

○スピーチⅠと同 ・分かりやすいスピーチを
じテーマのモデ するための観点に気付くこ
ルスピーチ①、 とができるよう、二つの対
②を聞き比べ、 照的なスピーチ（モデルス
メモを見比べて、 ピーチ①、②）を聞き比べ ◇モデルスピーチ②が分か ◇分かりやすいスピーチを ◇声の速度や大きさ、間の
分かりやすいス たり、メモを見比べたりす りやすい理由を、自分な するためのメモの書き方 取り方や言葉の調子の違
ピーチをするた る活動を行って支援する。 りに記述したり発表した や生かし方を、具体的に いから、分かりやすい理

見 めの観点を記述 りしている。 記述している。 由を記述している。
通 する。 （十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）
し ○気付いた理由を ・メモの書き方や生かし方 ・メモの書き方と生かし方 ・分かりやすさと声の大き
１ 発表し合う。 の多様な観点から記述し とを関連づけて さや速度、間や抑揚とを

１ たり、発表したりしてい 関連づけて
る。

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策
・一つでも気付いたことを ・「どちらのスピーチが、 ・分かりやすい理由を考え
他の生徒に広め、活動の なぜ分かりやすいのか」 る際に、声の大きさや速
意欲化を図る。 という課題を、常に明確 さなど具体的な観点を助

○分かりやすいス ・気付いた観点を、「分か ・発表の際には意図的指名 にして、聞き比べたり、 言して、違いに気付くこ
ピーチをするた りやすいスピーチをするた を取り入れ、一人一人の 見比べたりする活動を行 とができるようにする。
めの観点を、整 めの技一覧」として、スピ 気付きを全体の学習に生 う。
理する。 ーチ上達シートに整理す かしていくことで、成就

る。 感をもつことができるよ
うにする。

○「腐植土が自ら ・キーワードで書いたメモ
の大切さを訴え を基に、聞き手を見ながら
る内容のスピー スピーチできるよう、目的
チ」（スピーチⅡ） や相手を確認したり、練習
を構想する。 の際にアドバイスを行った

りする。
見 ○メモをもとにス １ ・達成感をもつことが出来
通 ピーチⅡを聞き るよう、「よくできた」と
し 合い、聞き手か 判断した観点については、
２ らの評価を手が スピーチ上達シートの項目

かりに、自らの を消す活動を行う。
スピーチの改善
策を考える。
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○「筆者が魚を増 ・構成や話し方を工夫した ◇魚を増やすための方法を ◇魚を増やすための方法を ◇話す速度や音量、間の取
やすための方法 分かりやすいスピーチがで 聞き手に分かってもらえ 聞き手に分かってもらえ り方や言葉の調子を考え
を説明する内容 きるよう、目的や相手を確 るよう、結論の位置や話 るよう、結論の位置を工 て話したり、聞いたりし
のスピーチ（ス 認したり、練習の際にアド し方を工夫して聞き手に 夫したり、話し方を工夫 ている。
ピーチⅢ）のメ バイスを行ったりする。 分かりやすく話そうとし したりして話している。
モを作成する。 ている。

・達成感をもつことが出来
るよう、「よくできた」と （十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）

○メモを基にスピ 判断した観点については、 ・他の観点もたくさん取り ・他の観点も、効果的に取 ・聞き手の分かりやすさを
ーチを聞き合い、 スピーチ上達シートの項目 入れている。 り入れて 考えた間の工夫や言葉の
聞き手からの評 を消す活動を行う。 ・聞き手への分かりやすさ ・聞き手に対して最も効果 調子で
価を基に、自ら ・自らのスピーチの課題や を考えながら、何度も練 的なメモの構成や生かし
のスピーチの改 改善の手がかりをつかむこ 習したり、メモを修正し 方を工夫して
善点を考える。 とができるよう、「よくで たりして

きていた観点」を教え合う ・気付いた工夫を、主体的
活動や互いのメモを見比べ に取り入れている
る活動を行って支援する。

（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策
・スピーチ上達シートやメ ・他の生徒のメモを例示 ・「間や強弱の工夫」が「よ
モに表れた個々の進歩 し、聞き手に分かるよう くできた」生徒のスピー
を他の生徒に広げ、活動 に話すためのメモの書き チを基に、間の位置や間
の意欲化を図る。 方の工夫に気付くように 隔、強調する部分などに
・次時にベストスピーチを する。 具体的に気付くようにす
発表し合うことを予告 ・聞き手の分かりやすさを る。
し、活動の意欲化を図る。 考えた構成が工夫できな ・具体的な間の取り方や言
・一度のスピーチで達成で い場合には、構成モデル 葉の調子を参考として例
きなくてもよいことや、 を例示し、結論の位置に 示する。
次回も挑戦できることを よる聞き手の分かりやす ・自分の声の大きさや速さ
説明する。 さの違いを確認する。 を見直すことができるよ

う、録音機器を活用する。

○台紙にはったス ・互いに分かりやすいスピ
ピーチメモⅠ～ ーチをするための観点が身
Ⅲとスピーチ上 に付いてきたことに気付き
達シートをもと 合えるよう、スピーチメモ
に、自分や友達 Ⅰ～Ⅲの書き方や生かし方
のスピーチの上 の変化を見合う活動を行っ
達ぶりを認め合 て支援する。
う。 ◇自分のスピーチをより分 ◇キーワードで書いたメモ ◇話す速度や音量や間、言
○第１時に出し合 ・できるだけ多くの観点が かりやすくするためにメ を基に、構成や間、抑揚 葉の調子に注意して、話
ったテーマから 「できた」といえるスピー モの書き方や生かし方を を工夫したスピーチをし したり、聞いたりしてい
自らのテーマを チができるよう、各自のメ 工夫している。 ている。 る。
選び、スピーチ モの作成や練習を支援す
Ⅳを構想する。 １ る。 （十分満足とする状況・態度） （十分満足とするキーワード） （十分満足とするキーワード）
○作成したメモを ・繰り返し練習をしている。 ・分かりやすいスピーチを ・聞き手に聞きやすい音量

見 基に練習する。 ・ビデオなどで工夫の効果 するための観点を六つ以 や速さで
通 を何度も確かめている。 上、効果的に取り入れて ・効果的な間の取り方で
し ・メモを何度も修正してい ・話の目的や相手、場に応
３ る。 じた言葉の調子で

○スピーチⅣを聞 ・互いに「話してよかった」（努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策 （努力を要する状況）への方策
き合う。 と思えるスピーチになるよ ・スピーチ上達シートやメ ・スピーチの内容が具体化 ・個の状況に応じて、「ど

う、互いのスピーチを聞き モに表れた進歩を、他の できない生徒に対して こで、どのように間を取
合う活動を支援する。 生徒に広げ、活動の意欲 は、スピーチの目的や相 るのか」等、具体的に助

化を図る。 手が明確になるように助 言していく。
・スピーチⅡ、Ⅲの取組の 言を行う。 ・自分の声の大きさや速さ

○スピーチⅣを自 ・学習に成就感をもつこと 様子や表現力の向上を具 ・生徒の取組の様子を見取 を見直すことができるよ
己評価したり、 ができるよう、互いのスピ 体的に認め励ますことで り、教師も聞き役となっ う、録音機器などを活用
相互評価したり ーチの上達ぶりを教え合っ 活動の意欲化を図る。 て助言を行う。 する。
する。 ていくようにする。 ・練習の際に聞き手の生徒

は、さらに分かりやすく
話すためのアドバイスを
するように助言する。
・ビデオ機器を活用し、自
分のスピーチをさらに分
かりやすくするための改
善点に気付くようにす
る。
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【本時案】
第１時
(1) ねらい

本文から収集した情報を基に、なりきりスピーチのテーマを考えることができる。
(2) 準備

「魚を育てる森・難語句プリント」、短冊、マジック
(3) 展開（５時間中の１時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○改まった場面で話 ●改まった場面で話すことの難しさや話す力を高め
すことの難しさを ることの必要性に気付くことができるよう、２つ
振り返る。 10 のロールプレイングから話し手の問題点を考える

活動を行って支援する。
分 ※話し手が聞き手の分かりやすさに配慮していない

点に気付くことができるよう、聞き手の立場から
考えるように助言する。

『魚を育てる森』でスピーチの名人を目指そう！

○本文を読んで得た ●自分なりにスピーチのテーマを考えることができ
情報を基に、各自 るよう、「魚を育てる森・難語句プリント」を活
でスピーチのテー 用して本文を読み、概要をとらえる活動を支援す
マを考える。 る。 【関心・意欲・態度】

●自分の考えたテーマについて、だれ（何）が、だ ・スピーチのテーマ
れ（何）に、どんな目的で行うスピーチなのかを を自分なりに考え、
具体的にノートに書くように促す。 ノートに書いたり、

※テーマを具体化することができない生徒に対して 発表したりしてい
は、本文に出てくる「人」や「もの」を確認して、 る。
その立場からどのような内容のスピーチが可能か （活動及びノートの観察）
を考えるように助言する。

※多様な立場からのテーマを設定することができる 【話すこと・聞くこと】
よう、テーマを幾つか例示する。 ・目的や相手を明確

※考えたテーマを、一つでもノートに書き出せたこ にして、スピーチ
とを賞賛したり励ましたりして他の生徒へ広げ、 のテーマを発表し
活動の意欲化を図る。 ている。

◇他の様々な「人」や「もの」の立場に立って、ス
35 ピーチのテーマを多様に考えるよう助言を行う。 【言語についての知識・理解・技能】

・ 場の状況に応じた
○各自で考えたスピ ●生徒たちがスピーチのテーマを検討し、精選する 適切な音量や速さ
ーチのテーマを、 ことができるよう、各自が考えたテーマの内容を で話している。
発表し合う。 グループ内で発表し合ったり、本文に書かれてい （発言及びノートの記述内

分 る情報を確かめ合ったりする活動を行って支援す 容の分析）
( 1)各 自 の考えたテ る。
ーマをグループ ●スピーチのテーマをグループで検討していく場面
内で発表し、検 では、本文中に十分な情報があるかどうかを検討
討する。 の視点にするように助言を行う。

※自信をもって発表することができるよう、励ます
とともに、グループの聞き手の生徒に対しても、
受容的な聞き方をするように促す。

◇自他の考えたテーマについて、本文の内容を根拠
に積極的に発言するように促す。

( 2)各 グ ループの検 ●スピーチのテーマを精選するため、各グループで
討結果を発表し 検討したテーマの内容を発表し合ったり、本文に
合い、検討する。 書かれている情報を確かめ合ったりする活動を行

って支援する。
●スピーチの目的や相手、スピーチが可能と判断し
た理由などが明確になるよう、本文に書かれてい
ることに基づいて各グループのテーマを発表する
ように助言する。

○次時からの「なり ※生徒の考えたテーマの中から三つを選んで、スピ
きりスピーチ」の ５ ーチⅠ、Ⅱ、Ⅲのテーマとすることと、残りのテ
テーマについて確 ーマは最後のスピーチⅣで利用することを説明す
認する。 分 る。

第２時
(1) ねらい

集めた情報を基に、スピーチメモを書き、「なりきりスピーチⅠ」をすることができる。
(2) 準備

・フラッシュカード、スピーチメモ作成用紙、付せん紙、原稿用紙、
(3) 展開（５時間中の２時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○前時の学習を振り ●前時の板書事項を書いた模造紙を黒板に提示し、
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返る。 ５ 既習事項を説明する。
分

○本時のめあてをつ
かむ。

魚になって、「なりきりスピーチＰＡＲＴⅠ」をしよう！

【テーマ】 「魚たちは訴える！『腐植土を大切に』 」

○スピーチメモを作 ●スピーチの内容を具体化するため、テーマを確認
成する。 して話す目的や相手を明らかにしたり、内容に盛

り込む必要のある事柄を確認したりして支援を行
う。 【関心・意欲・態度】

・書いたメモを基に
(1)スピーチの相手、 ※スピーチの目的や相手、内容が明確になるように してスピーチして
目的、内容を明 「腐植土を守ってほしいことを、魚が人間に訴え いる。
確にする。 るスピーチ」であることを再確認する。 （活動の様子の観察）

※「腐植土を守ってください」と述べるだけでは聞 スピーチメモの分析）
き手への説得力が乏しいことを確認し、「腐植土
の役割やそれが大切な理由」を内容に盛り込む必 【話すこと・聞くこと】
要性に気付くことができるようにする。 ・腐植土が大切なわ

30 けを、自分なりに
( 2)ス ピ ーチに必要 ●自分なりにスピーチメモを作成することができる スピーチしている。
な情報を集め、 よう、必要な情報を収集したり、収集した情報を （活動の様子の観察、
メモをまとめる。 生かしてメモを作成したりする活動を支援する。 スピーチメモの分析）

※「腐植土の役割」についての情報を得ることがで 【言語についての知識・理解・技能】
きない生徒に対しては、本文中で「役割」という ・話す速度や声の大

分 語句が使われている箇所に着目するよう助言を行 きさに注意して話
う。 している。

※全員の生徒がメモを作成することができるよう、 （活動の様子の観察）
読んで収集した情報を交流し合い、黒板に整理を
する。

※メモに盛り込む言葉が分からない生徒に対して
は、板書中の言葉を使うように助言する。

※板書中の言葉を一つの話にまとめられないでいる
生徒に対しては教師が例示を行い、自らの話をま
とめる手がかりとなるようにする。

※メモづくりの際の支援を十分に行い、一人一人の
生徒が話す内容をもつことができるようにする。

◇聞き手に分かりやすいスピーチをするため、メモ
の書き方や生かし方を自分なりに工夫するように
促す。

◇自分の構想したスピーチが、目的や相手に合った
ものかどうかを、もう一度メモで再確認すること
を促す。

○作成したメモを基 ●作成したメモを基に、自分なりにスピーチをする
に、「なりきりス ことができるよう、発表やグループでの聞き合い
ピーチⅠ」を行う。 を支援する。

※一人一人の生徒が、自分なりにがんばってスピー
チに取り組む姿勢を認め励ましていくことで、活
動の意欲化を図る。

15 ※聞き手からの助言をもとに、自分の声の大きさや
速さを調節するようにアドバイスを行う。

分 ※見取った個の状況に応じて、声の大きさや速さな
ど、具体的に助言を行う。

◇スピーチ終了後、さらに聞き手に分かりやすいス
ピーチにしていくには、自分のスピーチのどこを、
どのように改善していけばよいかを具体的に考え
るよう助言を行う。

第３時
（ の部分が見通し１にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、録音などの方法を使っても
検証を行う。）
(1) ねらい

モデルスピーチを聞き比べ、メモを見比べる活動を通して、分かりやすいスピーチをするため
の七つの観点をとらえることができる。

(2) 準備
・ＴＶ、ビデオデッキ、モデルスピーチ①②を収録したビデオテープ、スピーチ上達シート
モデルスピーチ①②のスピーチメモ、第２時の板書事項を書いた模造紙
「分かりやすいスピーチの秘密探しシート」

(3) 展開（５時間中の３時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）
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分かりやすいスピーチをするための秘密をさぐろう。

○ ビ デ オ を 視 聴 ●分かりやすいスピーチの話し方の観点に気付くこと
し て 、 モ デ ル ができるよう、モデルスピーチ①②を聞き比べて気
ス ピ ー チ ① ② づいたことを発表したり、それを整理したりする活
を聞き比べる。 動を行って支援する。

10
＜モデルスピーチ①②の相違点＞

分

※目的をもって視聴できるよう、「どちらが分かりや
すいスピーチか」「なぜ分かりやすいのか」を考え
ながら聞くように指示する。

○ モ デ ル ス ピ ー ※気付いたことを「分かりやすいスピーチの秘密探し 【関心・意欲・態度】
チ ② が 分 か り シート」に書き出している際には、机間指導を行っ ・自分なりに気付い
や す い 理 由 を て一人一人の気付きを賞賛し、それを他の生徒に広 た観点を記述した
ワ ー ク シ ー ト げることで、活動の意欲化を図る。 り、発表したりし
に 書 き 、 発 表 ※分かりやすい理由を考える際に、声の大きさや速度 ている。
する。 15 など具体的な観点を助言して、違いに気付くことが （活動の様子の観察、

できるようにする。 ワークシートの記述）
◇さらに他の観点から「②のスピーチの分かりやすさ
の原因」を考えるよう促す。 【話すこと・聞くこと】

・分かりやすいスピ
＜予想される生徒の反応＞ ーチをするための、

・①は聞き手を見ていないけれど、②は見ているか メモの書き方や生
ら分かりやすい。 かし方を記述して

・①は話し方がだらだらしているけれど、②は大事 いる。
分 な言葉を強調したり、間をとったりしているから （ワークシートの記述）

分かりやすい
・②は身振りを取り入れているから分かりやすい。 【言語についての知識・理解・技能】
・②は大事な言葉を繰り返している。 ・声の速度や大きさ、

間の取り方や言葉
の調子の違いに気

○ モ デ ル ス ピ ー ●分かりやすいスピーチをするためのメモの書き方の づいている。
チ ① ② の メ モ 観点に気付くことができるよう、メモを見比べて気 （ワークシートの記述、
か ら 気 付 い た づいたことを発表したり、それを整理したりしてい 授業中の発言）
分 か り や す さ く活動を行って支援する。
の 原 因 を ワ ー
ク シ ー ト に 書 ※まず、分かりやすいと思った②のメモは、①とどの
き、発表する。 15 ように違うのかに着目するように助言を行う。

※気付いたことを「分かりやすいスピーチの秘密探し
シート」に書き出している場面では、生徒一人一人
の気付きを賞賛し、それを他の生徒に広げることで
活動への意欲を高める。

※成就感をもつことができるよう、発表の際に意図的
指名を取り入れ、一人一人の気付きを全体の学習の
中に生かしていく。

◇キーワードでメモを書くことの利点や、結論の位置
分 と聞き手の分かりやすさとの関係等、具体的に考え

るように助言を行う。

＜予想される生徒の反応＞
・②の方がメモが見やすい。
・②は要点が短くまとめてある。
・①は文章で書かれているから、聞き手を見て話す
ことができない。 など

○ 分 か り や す い ●「分かりやすいスピーチをするための技」として意
ス ピ ー チ を す 10 識づけるために、生徒の見つけた観点を「メモの書
る た め の 観 点 分 き方にかかわるもの」と「書いたメモの生かし方に
を整理する。 かかわるもの」とに分けて整理する活動を支援する。

モデルスピーチ① モデルスピーチ②

メ ○文章で書いたメモを作 ○ア付せん紙に書いたキーワ
モ 成している。 ードでメモを作成してい
の る。
書 ○終わりで結論を述べる ○イはじめと終わりで結論を
き 構成（尾括式の構成） 述べる構成（双括式の構
方 になっている。 成）になっている。

メ ○繰り返しの部分はない。○ウ大事なことを繰り返して
モ いる。
の ○メモをそのまま読んで ○エ聞き手をなるべく見る
生 いる。 ようにして話している。
か ○抑揚や間のない平板な 抑揚や間を工夫した話し
し 話し方をしている。 方をしている。
方 ○やや小さめの声で話す。聞きやすい声量と速さで

話す。
○身振りはない。 身振りを交えている。
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第４時
（見通し２にかかわる授業。 の部分が特に検証にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、
録音等の方法を使っても検証を行う。）
(1) ねらい

聞き手に分かってもらえるよう、構成や話し方を工夫しながら、「なりきりスピーチⅡ」「な
りきりスピーチⅢ」を行うことができる。

(2) 準備
第２時の板書事項を書いた模造紙、スピーチ上達シート（模造紙に書いたもの及びプリント）
スピーチメモ作成用紙、付せん紙、モデルスピーチ②のスピーチメモ（配布済み）

(3) 展開（５時間中の４時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○ 前 時 の 学 習 事 ●本時の学習のめあてが意識づけられるよう、「なり
項を確認する。５ きりスピーチ」で、分かりやすいスピーチをするた

○ 本 時 の め あ て 分 めの観点を身に付ける学習をしていくことを説明す
を知る。 る。

「なりきりスピーチＰＡＲＴⅡ 」でキーワードで書いたメモを振り返ろう。

【テーマ】腐植土の自慢話「私はこんなに大切なのよ！」

○ な り き り ス ピ ●キーワードでメモを作成し、聞き手を見ながらスピ
ー チ Ⅱ を 構 想 ーチできるよう、話す目的や相手を確認したり、練
する。 習の際にアドバイスを行ったりして支援を行う。

※メモで用いるキーワードが見つからない生徒に対し
ては、第２時の板書（黒板に提示しておく）の語句
を手がかりとしてメモを作成するよう助言する。

◇メモが一応完成できた生徒に対しては、ペアを組ん
で練習を行っているように指示する。

○ な り き り ス ピ ●生徒が自らのスピーチの課題や改善の手がかりをつ
ー チ Ⅱ を 聞 き かむことができるよう、「よくできていた観点」を
合 い 、 自 分 の 20 教え合う活動や、互いのメモを見比べたりする活動
ス ピ ー チ の 改 を行って支援する。
善点を考える。 ●話し手の生徒が達成感をもつことができるよう、「よ

分 くできた」と判断した観点については、スピーチ上
達シートの項目を消していくように指示する。

●「できなかった」と判断した観点については、どう
すればできるようになるのかを、周囲の生徒のメモ
の書き方やアドバイスから考え、自分のメモの改善
につなげるよう助言する。

※一度のスピーチで達成できなくてもよいことや、次
回も挑戦できることを説明する。

※「聞き手を見て話す」ためのメモの書き方に気付く
ことができるよう、「聞き手を見ながら話すことが
でき生徒」のメモと自分のメモを見比べ、自分のメ
モの書き方の改善に生かすように助言する。を示し、
その書き方を参考にするように助言を行う。

※「結論が聞き手にはっきり分かる」メモの書き方が
できるよう、構成モデルを用いて結論の位置と聞き
手への分かりやすさとの関連性を確認して支援を行
う。

◇さらに分かりやすいスピーチにするため、他の観点
も取り入れてメモの書き方や生かし方を改善するよ
うに促す。

◇他の生徒のスピーチをより分かりやすいものにする
ために、積極的にアドバイスを行っていくよう助言
する。

なりきりスピーチＰＡＲＴⅢで、結論の位置を工夫したメモを振り返ろう

○ な り き り ス ピ
ーチⅢを構想 【テーマ】 「お答えします。魚はこうすれば増えます！」
する。

●構成や話し方を工夫した分かりやすいスピーチがで
きるよう、話す目的や相手を確認したり、練習の際
にアドバイスを行ったりして支援を行う。

※メモで用いるキーワードが見つからない生徒に対し
ては、第２時の板書（黒板に提示しておく）の語句
を手がかりとしてメモを作成するよう助言する。

※メモの書き方に表れた個々の進歩を他の生徒に広め、
活動の意欲化を図る。

25 ◇ メモが一応完成できた生徒に対しては、ペアを組ん
で練習を行っているように指示する。
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○ な り き り ス ピ ●生徒が自らのスピーチの課題や改善の手がかりをつ 【関心・意欲・態度】
ー チ Ⅲ を 聞 き かむことができるよう、「よくできていた観点」を ・結論の位置や話し
合う。 分 教え合う活動や、互いのメモを見比べたりする活動 方を工夫して、聞

を行って支援する。 き手に分かりやす
●話し手の生徒が達成感をもつことができるよう、「よ く話そうとしてい

○ な り き り ス ピ くできた」と判断した観点については、スピーチ上 る。
ー チ Ⅲ を 振 り 達シートの項目を消していくように指示する。 （活動の様子の観察）
返 り 、 自 分 の ●「できなかった」と判断した観点については、どう
ス ピ ー チ の 改 すればできるようになるのかを、周囲の生徒のメモ 【話すこと・聞くこと】
善点を考える。 の書き方やアドバイスから考え、自分のメモの改善 ・結論の位置を工夫

につなげるよう助言する。 したり、話し方を
工夫したりして話

※「聞き手を見て話す」ためのメモの書き方に気付く している
ことができるよう、他の生徒のメモを例示し、聞き （スピーチメモの記述、
手を見て話すためのメモの書き方に工夫に気付くこ 活動の様子の観察）
とができるようにする。

※「結論が聞き手にはっきり分かる」メモの書き方が 【言語についての知識・理解・技能】
できるよう、構成モデルを用いて結論の位置と聞き ・話す速度や音量、
手への分かりやすさとの関連性を確認して支援を行 間の取り方や言葉
う。 の調子を考えて話

※聞き手に分かりやすい「間や強弱」で話す工夫がで したり、聞いたり
きるよう、他の生徒の「間」の位置や間隔を参考に している。
したり、聞き手にとって分かりやすい「間」の位置 （スピーチメモの記述、
を考えたりしていくように助言する。 活動の様子の観察）

※具体的な間の取り方や言葉の調子を参考として例示
する。

※自分の声の大きさや速さを見直すことができるよう、
録音機器が活用できるようにする。

※次時にベストスピーチを発表し合うことを予告し、
活動の意欲化を図る。

◇さらに分かりやすいスピーチにするため、他の観点
も取り入れてメモの書き方や生かし方を改善するよ
うに促す。

◇他の生徒のスピーチをより分かりやすいものにする
ために、積極的にアドバイスを行っていくよう助言
する。

第５時
（見通し３にかかわる授業、 部分が特に検証にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、
録音等の方法を使っても検証を行う。 ）
(1) ねらい

これまでに身に付けてきたメモの書き方や生かし方の観点を活用して、聞き手に分かりやすい
スピーチをすることができる。

(2) 準備
・第２、３時の板書事項を書いた模造紙、スピーチ上達シート
「なりきりスピーチⅠ～Ⅲ」のスピーチメモとスピーチ上達シートをはった台紙
スピーチメモ作成用紙、付せん紙、カセットテープレコーダー９台

(3) 場所
・多目的室３ 多目的室４ １－１教室

(4) 展開（５時間中の５時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○ 本 時 の め あ て ●スピーチⅠ、Ⅱ、Ⅲで書いたメモから、互いのスピ
を確認する。 ーチの上達ぶりを確かめ合うとともに、ベストスピ

ーチを行っていくことを説明する。

ここが変わった！私のスピーチ

○ ス ピ ー チ メ モ ●互いに分かりやすいスピーチをするための観点が身
Ⅰ ～ Ⅲ と ス ピ に付いてきたことに気付き合えるよう、なりきりス
ー チ 上 達 シ ー ピーチⅠ～Ⅲのメモの書き方や生かし方の変化を見
ト を も と に 、 15 合う活動を行って支援する。
自 分 や 友 達 の
ス ピ ー チ の 上 ※活動の意欲化を図るために、スピーチメモやスピー
達 ぶ り を 認 め チ上達シートに表れた進歩を、他の生徒に広げる。
合う。 ※スピーチⅠのメモとⅢのメモを比較して書き方の変

わった点に着目するよう助言を行い、それが自分の
(1)自分のスピー 分 スピーチのどのような変化につながったかを考える
チの変化に気 ように促す。
づく。 ※スピーチⅡ、Ⅲの取組の様子や表現力の向上を具体

(2)友達のスピー 的に認め、励ます。
チの変化に気 ◇なるべく多くの友達のメモの書き方の変化につい
づく。 て、上達への気付きを書くように促す。
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「聞き合おう！これが私のベスト・スピーチ」

○ 「 な り き り ス ●スピーチⅣの自己課題が明確になるように、友達か 【関心・意欲・態度】
ピ ー チ Ⅳ 」 を らもらった付せん紙に書かれている内容をもとにし ・自分のスピーチを
構想する。 て、自分が身に付けた観点と未だ身に付けていない より分かりやすく

観点とを明確にするよう助言を行う。 するためにメモの
書き方や生かし方

＜テーマの例＞ を工夫している。
①魚たちは訴える！「腐植土を大切に」 （メモの記述の分析、
②腐植土の自慢話「私はこんなに大切なのよ！」 活動の様子の観察）
③お答えします。「魚はこうすれば増えます！」
④気仙沼の漁民、Ａさんは語る。
⑤植林しましょう！Ｂさん！ など 【話すこと・聞くこと】

・キーワードで書い
●できるだけ多くの観点が「できた」といえるスピー たメモを基に、構
チができるよう、各自のメモの作成や練習を支援す 成や間、抑揚を工
る。 夫したスピーチを

20 ●テーマを決める際には、生徒が主体的に選択できる している。
よう、第１時に生徒が考えたスピーチのテーマの一 （スピーチメモの分析、
覧を示し、その中から選択できるようにする。 活動の様子の観察）

※練習の際には、聞き手の生徒も「スピーチの相手の 【言語についての知識・理解・技能】
分 立場」になりきって聞くことや、さらに分かりやす ・話す速度や音量や

いスピーチにするための具体的なアドバイスをする 間、言葉の調子に
よう助言する。 注意して話したり

※スピーチの内容が具体的に構想できるよう、テーマ 聞いたりしている。
を基に、話す目的や相手が明確になるように助言を （スピーチメモの分析、活
行う。 動の様子の観察、

※自分のスピーチの改善点に気付くことができるよう、 相互評価や自己評
教師や生徒が聞き手となってアドバイスし合う。 価の分析）

※「間」を工夫したスピーチができるよう、個の状況
に応じて、「どこで、どのように間を取るのか」等、
具体的に助言していく。

※自分の声の大きさや速さを見直すことができるよう、
録音機器を活用するようにアドバイスする。

◇練習の際には、自分のスピーチをさらに分かりやす
くするための改善点に気付くことができるよう、録
音機器なども活用できるようにする。

○ 「 な り き り ス ●互いに「話してよかった」と思えるスピーチになる
ピ ー チ Ⅳ 」 を よう、互いのスピーチを聞き合う活動を支援する。
聞き合う。 ※スピーチを聞き合う際には、友達の上達した点や「う

15 まくできた点」などに注意しながら聞くように指示
する。

○ 「 な り き り ス 分 ●学習に成就感を持つことができるよう、互いのスピ
ピ － チ Ⅳ 」 を ーチの上達ぶりを教え合っていくようにする。
自 己 評 価 し た ※教え合う際には、「なりきりスピーチⅠ」の時のメ
り 、 相 互 評 価 モの書き方や生かし方と比較して、各々の話す力の
したりする。 向上を認め合うよう助言する。
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魚
を
育
て
る
森
・
難
語
句
プ
リ
ン
ト

一
年

組

番
・
名
前

◎
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
く
う
え
で
、
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
◎
、
重
要
と
思
う
も
の
に

○
を
付
け
よ
う
。

重
要
度

語
句

意

味

岩

礁

海
の
下
に
か
く
れ
て
い
て
見
え
な
い
大
き
な
岩

が
ん
し
ょ
う

〜
と
化
す

〜
に
変
化
し
て
別
の
も
の
に
な
る

伐
採

木
を
切
り
倒
す
こ
と

ば
っ
さ
い

沿
岸

海
ぞ
い

え
ん
が
ん

解
放

と
き
は
な
た
れ
て
自
由
に
な
る
こ
と

か
い
ほ
う

再
生
す
る

一
度
だ
め
に
な
っ
た
も
の
を
、
も
う
一
度
復
活
さ
せ
る
こ
と

さ
い
せ
い

漁

場

魚
が
た
く
さ
ん
い
る
場
所

ぎ
ょ
じ
ょ
う

着

手

仕
事
や
事
業
に
と
り
か
か
る
こ
と

ち
ゃ
く
し
ゅ

適

量

ち
ょ
う
ど
よ
い
分
量

て
き
り
ょ
う

渇
水

水
が
か
れ
て
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

か
っ
す
い

変
動

状
態
が
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
こ
と

要
因

主
な
原
因

直
接

間
に
何
も
入
れ
ず
、
直
接
に
関
係
す
る
こ
と

粒

子

状

小
さ
な
つ
ぶ
の
状
態

り
ゅ
う
し
じ
ょ
う

可
能

実
現
で
き
る
と
い
う
み
こ
み

海
域

あ
る
限
ら
れ
た
区
域
の
海

か
い
い
き

く

い

き

活

着

植
物
が
土
に
根
付
く
こ
と

か
っ
ち
ゃ
く

回
遊
魚

群
を
つ
く
っ
て
季
節
に
よ
っ
て
移
動
す
る
魚
の
こ
と

か
い
ゆ
う
ぎ
ょ

肝
に
銘
じ
る

心
に
き
ざ
み
つ
け
て
、
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
す
る

き
も

め
い
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モデルスピーチのメモ

モデルスピーチ①のメモ

モデルスピーチ②のメモ
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分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
の
秘
密
探
し
シ
ー
ト

一
年

組

番
・
名
前

◎
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
た
め
の
秘
密
を
さ
ぐ
ろ
う
！

＊
分
か
り
や
す
さ
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
か

ビ
デ
オ
や
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
を
見
て

気
づ
い
た
こ
と
を
メ

し
よ
う

ビ
デ
オ
か
ら

ス
ピ
ー
チ
メ
モ
か
ら

・

・

・

・

・

・

感
想

な
る
ほ
ど
！

わ
か

た
！

が
ん
ば
ろ
う

！
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ス
ピ
ー
チ
メ
モ
作
成
用
紙
【
な
り
き
り
ス
ピ
ー
チ
（

）
】

一
年

組

番
・
名
前

ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
マ
【

】

めじはかなりわおよ
り
分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
に
す
る
た
め
の
メ
モ
の
改
善
点
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スピーチ上達シート １年 組 番・名前

◎「分かりやすいスピーチをするための技を整理しよう」

番号 メモの書き方の技 新たに気づいた発見やコツ

メモの生かし方の技 新たに気づいた発見やコツ

＊聞き手からの評価をもとに、「できた」と思ったら、ペンで横線を１本引こう。

ペンの色はスピーチごとに変えよう。 ＜例 ○○を●●する＞




